
在宅医療を受ける患者の動向在宅医療を受ける患者の動向

○ 訪問診療を受ける患者は、大幅に増加。往診の患者は横ばい。
○ 訪問診療を受ける患者の大半は75歳以上の高齢者であるが、小児や成人についても一定程度存在し、その数は増加傾向。
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在宅患者訪問診療料、往診料の算定件数推移

（レセプト件数/月）

出典：社会医療診療行為別調査（厚生労働省）
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計 272,540 449,315 645,992

0-4歳
0 38 448

(0.0%) (0.0%) (0.1%)

5-19歳
0 1,085 1,046

(0.0%) (0.2%) (0.2%)

20-39歳
2,502 3,499 3,770
(0.9%) (0.8%) (0.6%)

40-64歳
12,443 23,074 19,004
(4.6%) (5.1%) (2.9%)

65-74歳
31,488 35,384 46,713
(11.6%) (7.9%) (7.2%)

75-84歳
93,044 152,390 192,807

(34.1%) (33.9%) (29.8%)

85歳以上
133,063 233,845 382,204

(48.8%) (52.0%) (59.2%)
（H20） （H23）

在宅患者訪問診療の年齢階級別の構成比

（レセプト件／月、％）

訪問診療：患者宅に計画的、定期的に訪問し、診療を行うもの
往診 ：患者の要請に応じ、都度、患者宅を訪問し、診療を行うもの


